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このことについて、下記のとおり報告します。 

１ 実施期間 

  生徒、保護者、教職員  令和６年１月９日（火）～１月１６日（火） 

２ 学校評価の結果 

  次ページ以降 

３ 成果と課題 

（１）保護者アンケートから 

○３と４の合計の割合が８０％以上の項目は、２６項目中２２項目（８５％）である。 

  ○特に評価が高いのは、「学校は道徳心を育てている(3.2)」「学校は人権の大切さを伝えている(3.2)」「校

舎内外の環境整備（3.2）」「交通事故防止について適切な指導（3.2）「子どもの健康への関わり（3.2）」

「子どもの将来への関わり（3.2）」である。 

▲評価が低いのは、「家庭学習の充実(2.8)」「子どもの家庭学習への関わり(2.5)」「読書推進への関わり

(2.3)」「学校、関係機関保護者同士の関わり(2.7)」である。 

（２）生徒アンケートから 

  ○３と４の合計の割合が８０％以上の項目は、２６項目中２４項目（９２％）である。 

  ○特に評価が高いのは、「学校の情報提供（3.6）」「あいさつの励行（3.5）」「体力向上の取組(3.6)」で

ある。 

  ▲評価が低いのは、「家庭学習の取組（2.8）」「積極的な読書（2.5）」「自分の将来への考え（2.9）」で

ある。 

（３）職員アンケートから 

  ○３と４の合計の割合が８０％以上の項目は、２８項目中２６項目（９３％）である。 

  ○特に評価が高いのは、「学校の情報提供（3.7）」「学校行事の工夫（3.7）」「いじめの防止、人権の尊

重（3.7）」「いじめや問題への対応（3.7）」「校舎内外の環境整備（3.8）」である。 

  ▲評価が低いのは、「生徒の積極的な読書活動(2.8)」「生徒の言葉遣い（2.9）」「生徒の将来への展望（2.8）」

である。 

 

４ 対策 

（１）「学校は、学校の情報を保護者地域に伝えている」について、本年度は学校ホームページの更新を定期的

に行い、以前よりも学校の情報が伝わるようになった。生徒も「更新を楽しみにしている」と話している。

しかし地域等への情報発信については更に周知していかなければならない。 

（２）「生徒の家庭学習への取組が不十分である」現状が子ども、保護者の回答から明らかになっている。本年

度、校内研究で取り組んできた授業の振り返りをもとに自分で計画を立てる家庭学習となるよう今後も継

続して指導していく。 

（３）「生徒の読書活動」については生徒、保護者、教職員とも不十分だと感じている。「読み聞かせ」の活

動や読書に親しむ環境や時間の設定を行い改善していく。 

（４）「いじめ防止」や「人権の大切さを伝える」取組では９０％以上が前向きな回答をしているが、生徒に

とって、学校が安心・安全な居場所で人権感覚が磨かれた場となっていることを各学級だけでなく、組織的

に継続させていく。教育相談やいじめアンケートを通して生徒から出てくるサインを見逃さず情報集約担

当者を通して、今後も適切な対応に取り組んでいく。   

（５）校舎内外の環境整備については、学校運営協議会やＰＴＡ、地域住民の協力で以前に比べ大きく改善し

ている。さらに生徒のボランティア活動や無音清掃を通して環境美化に取り組んでいく。 

（６）「子どもの健康に関する」項目ではメディアコントロールの取組を行ってきているが所持率がほぼ１０

０％となっている中で家庭でのルール作りなど行っていく必要があり、保護者への更なる啓発を進めてい

く。 

（７）保護者の「家庭や地域との連携」については十分な連携活動ができていない。生徒の地域貢献活動、小学

校と連携した活動を設定していく。 

（８）「業務改善や働き方改革」については、推進校の実践例を参考に日課表や学校行事、校務分掌の見直し

など負担感の軽減により一層取り組んでいく。 


